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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公開番号】特開2013-198653(P2013-198653A)
【公開日】平成25年10月3日(2013.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2013-054
【出願番号】特願2012-69608(P2012-69608)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/11     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/10     ３１０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月9日(2015.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　検知信号がＲＡＭにある程度蓄積されると、制御部１４は、ＲＡＭに記憶されている検
知信号から一定期間（ここでは一例として１４秒とする）分の検知信号（Ｘ軸検知信号、
Ｙ軸検知信号、Ｚ軸検知信号）を取得する（ステップＳ１）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　次に、制御部１４は、同一時刻に対応する、ステップＳ２において求めたＸ軸検知信号
における差分値、Ｙ軸検知信号における差分値、及びＺ軸検知信号における差分値を積算
して、各時刻に対してＸ軸Ｙ軸Ｚ軸の差分値の積算値を求める（ステップＳ３）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　図７及び図８は、図１に示す睡眠状態管理装置１の動作の変形例を説明するためのフロ
ーチャートである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　検知信号がＲＡＭにある程度蓄積されると、制御部１４は、ＲＡＭに記憶されている検
知信号から一定期間（ここでは一例として１４秒とする）分の検知信号（Ｘ軸検知信号、
Ｙ軸検知信号、Ｚ軸検知信号）を取得する（ステップＳ２０）。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　図９は、図７に示したフローチャートにおけるステップＳ２１の処理内容を説明するた
めの図である。図９には、ステップＳ２０において取得された検知信号の波形（Ｘ軸のも
の）が示されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　一方、制御部１４は、ＲＡＭに記憶された全ての検知信号についてステップＳ２１～ス
テップＳ２３の処理を行っていない場合（ステップＳ２４：ＮＯ）は、ステップＳ２９に
おいて、ＲＡＭから次の一定期間分（例えば１４秒～２８秒の期間）の検知信号を取得し
て、ステップＳ２１以降の処理を行う。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　ステップＳ２６の後、制御部１４は、最大最小差が閾値Ｔｈ３を超える単位区間（図１
１の例では１秒から４秒の区間）を、体動ありの区間として判定し、最大最小差が閾値Ｔ
ｈ３以下の単位区間を、体動なしの区間として判定する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　ステップＳ２７の後、制御部１４は、図３のステップＳ１～ステップＳ８の処理を行い
、その後、ステップＳ２８の処理を行う。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　ステップＳ２８において、制御部１４は、ステップＳ２７における判定結果と、ステッ
プＳ８における判定結果とを用いて、被測定者の睡眠状態を管理する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
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　例えば、図７のステップＳ２０～ステップＳ２７の処理は、図８のステップＳ１～ステ
ップＳ８の処理と比較して演算量を減らすことが可能であるため、省電力モードに設定さ
れたときには、図７において、ステップＳ２７の後にステップＳ２８に移行するフローに
することで、睡眠状態管理装置１の電池寿命を延ばすことができる。


	header
	written-amendment

